
大学).

19)友永雅己 (1997).霊長蛸の社会的認知.日本行

動分析学会耶15回年次大会シンポジウム｢r心
の理約1の行動分析｣(1997年11月.府中市.

安田生命アカデミア).

20)友永雅己 (1997).チンパンジーにおける朗の

知覚一 特に倒立効果について-.文部省科学

研究枠補助金重点領域研究 r心の発達｣1997

年度研究成果発表会 (1997年12凡 京都大学霊

長放研究所).

21)外岡利佳子 ･友永雅己 ･松沢哲郎 (1997)チ

ンパンジーにおける桑を用いた水飲み行動の獲

得と伝播一野生群と飼育群の比較-.第13回日

本霊長較学会大会(1997年7月.札幌).霊長類

研究 13(3):288.

認知学習分野

小嶋群三 ･正高信男 ･中村克樹･南雲純治l)

く研究概要)

A)霊長類の聴覚と音声の研究

/川島群三

ヒト､チンパンジー,ニホンザルの聴覚と音声

に関する研究を進めている｡

B)老齢ザルの認知機能の研究

小鳩群三 ･中村克樹･落合牧子2)

加齢に伴う認知機能の低下を明らかにする目的

で､老齢ザルにGo/NoIGo松時弁別､偶然学習､
concurrentobjectdiscrimination.パターン弁
別課超を行わせて､その成績を非老齢ザルの成績

と比較している｡

C)PETを用いたヒトの認知機能の研究3)
小嶋群三 ･中村克樹･南雲純治

r話者認識｣に関わる脳部位の同定を,親しい

人間の声であるか否かを認識する課題を用い調べ

た｡右の側頭極皮質背側部がこの過程に関与して

いることが示唆された｡また､動物の声や人工物

のだす音､それらの招声 ･招守的､Ai箔をそれぞ

れ鳥類､乗り物とそれ以外というカテゴリ分Fiす

る訊題を与え､主として左右の隠光関連田野の賦

活を検討した｡データは分析中である｡
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D)霊長類のコミュニケーションの比較行動学的

研死

正高信男

ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニケー

ションの比較研究を行っている｡

E)サル側頭葉腹内側部のニューロンの視覚応答

性の研究

中村克樹 ･佐藤暢哉4)

サル側頭葉腹内側部の各鏡野 (嘆周囲皮質 ･海

馬傍回など)の視覚機能における役割を明らかに

する目的で､ニューロンのa)注視課題中に周辺

視野に呈示される視覚刺激､およびb)弁別課題

中の視覚刺激､に対する応答性を解析している｡

F)サル頭頂一後頭間柄のニューロンのリーチング

(腕到達)運動における役割の研究

中村克樹･落合牧子 ･泰羅雅登4)･

苅田昌彦4)･徳野博信4)

サル頭頂一後頭間柄のリーチング運動にはたす役

割を明らかにする目的で､注視 ･サッカード (忠

速眼球運動) ･リーチングを必要とする課題中の

ニューロンの応答性を解析している｡また､記録

部位にトレーサー (WGA･HRPなど)を注入し､

情報の入出力関係も明らかにする｡

G)MEGを用いたヒト脳の視覚情報処理過程の研
究5)

中村克樹 ･南雲純治･佐藤暢哉 ･落合牧子

物体視に関わるヒト脳の視覚情報処理過程を明

らかにする目的で､MEGを用いて ｢ヒトの顔｣
｢果物｣｢道具｣のカラー写真およびそれらの ｢白
黒｣｢逆転｣｢スクランブル｣画像に対する応答を
測定した｡結果は現在解析中｡

H)行動実験制御プログラムの開発
南雲純治

チンパンジー歎概念学習用ソフト (数種)､タ

ッチパネル用ライブラリ､WINDOWS用入出力制

御･タイマ制御ライブラリ､PET実験用音声刺激

提示ソフト等の実験用ソフト並びにユーティリテ

ィの作成､開発を行った｡



I)ニホンザルの音声コミュニケーションの研究

杉浦秀樹6)

ニホンザルのクー･コールは音響的な特徴が大

きく変化する｡この特徴の変化が､どのようなコ

ンテキストと対応しているかを鹿児島県 ･屋久島

で観察している｡また､ニホンザルのメスは､発

情すると独特な音声を出すが､この音声を録音 ･

分析する共に.交尾行動の基礎的な調査を金肇山

島で行っている｡

∫)霊長類の社会的知能についての実験的研究

小田亮6)

ヒトにみられる認知バイアス､とくに顔の記憶

における社会的なバイアスについての実験的研究

を行った｡また,野外における霊長類の音声コミ

ュニケーション研究を認知研究に応用する方法に

ついて検討した｡
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行動発現分野

三上車允･樫井芳雄1)

(研究概要)

A)運動祝における方向判断に関与する脳内機構

の研究

三上車允･井上雅仁2)･長谷川良平3)

運動する物体の運動方向を視覚的に判断するとき

に働く脳内の機構をPET計測によって調べ,運

動視の知覚で働く部位と同じ上側頭溝後部の活動

部位が働くことを示した｡

B)視覚誘導性急速眼球運動に関与する脳内機構

の研究

三上車允 ･井上雅仁

視覚誘導性急速眼球運動をPET計測によって調

べ､環7fi迎合野､前頭連合野の活動部位を同定し

た｡

C)形態相和と運動情報の総合過程に関与する局

所回路の研究

三上章允･田中祐介4)

形態情報と運動情報の総合に関与する神経回路を


